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１ 本校の基本方針 

   本校は、教育目標『夢をもち 自ら学び 心豊かに 未来を切り拓く子ども』のもと、「やさしさあふれ

る南っ子」「すらすら学ぶ南っ子」「ともだちを大切にする南っ子」「みずから鍛え続ける南っ子」を「やす

とみ」として目指す子ども像と設定し、教育活動を推進している。子どもたちが未来への明るい希望を抱き、

心身ともに健康で、豊かな人間性を備えて成長できるように、教職員が人権を守る土壌を育み、児童ととも

にいじめを抑止していくことでいじめを許さない学校づくりを推進する。 

そのため学校は、家庭や地域社会との連携の中核となり、姫路市が策定した「いじめ防止基本方針」に沿

った指導体制を整備し、いじめの未然防止を図りながら、いじめの早期発見に取り組むとともに、いじめを

認知した場合には適切かつ迅速に解決するために、「学校いじめ防止基本方針」を定める。 

 

 

２ 基本的な考え方 

   本校区は、山・川と豊かな自然に恵まれ、古くからの地域行事を中心に伝統を重んじ、安富を愛し、郷土

に誇りを持った地域である。また、自治会や子ども会、PTA が、子どもたちの活動を積極的にサポートし、

地域全体で子どもたちを温かく見守り育てていこうとする体制にある。いじめについては、小規模校の利点

を生かし、平素より教師集団が、個々の子どもたちの学校生活や家庭生活の状況を把握し、児童の微妙な変

化に気づき、声掛けを行いながら子どもに寄り添っていく。 

いじめについての基本的な認識は、平成１８年文部科学省「児童生徒の問題行動等の生徒指導上の諸問題

に関する調査」や「いじめ防止対策推進法」（平成２５年６月２８日公布、９月２８日施行）のいじめの定

義※１をもとに以下に定める。 

① いじめはどの子どもにもどの学校でも起こり得るものである。 

② いじめは人権侵害であり、人として決して許される行為ではない。 

③ いじめは大人には気づきにくいところで行われることが多く発見しにくい。 

④ 嫌がらせやいじわる等、多くの児童が入れ替わりながら加害も被害も経験する。 

⑤ 暴力を伴わないいじめであっても、繰り返されたり、集中的に行われたりすることにより生命、身体

に重大な危険が生じる。 

⑥ いじめは、その態様により暴行、恐喝、強要等の刑罰法規に抵触する。 

⑦ いじめでは、加害・被害の二者関係だけでなく、いじめを助長する観衆、いじめに暗黙の了解を与え

てしまう傍観者も存在する。この傍観者から仲裁者への転換を促すことが重要である。 

⑧ いじめは、いじめられる側にも問題があるという見方は間違っている。 

⑨ いじめは、教職員の児童観や指導の在り方が問われている問題である。 

⑩ いじめは、学校・家庭・地域などすべての関係者がそれぞれの役割を果たし、一体となって取り組む

べき問題である。 

すべての教職員が以上の認識をもち、好ましい人間関係を築き、豊かな心を育て「いじめを生まない土壌

づくり」に取り組む。 

 

※１ いじめの定義 

◎平成１８年文部科学省「児童生徒の問題行動等の生徒指導上の諸問題に関する調査」） 

 

 

 

 

 

◎いじめ防止対策推進法（平成２５年６月２８日公布、９月２８日施行） 

 

 

 

 

「いじめ」とは、「当該児童生徒が、一定の人間関係のある者から、心理的・物理的な攻撃を受けたことにより、

精神的な苦痛を感じているもの」とする。なお、起こった場所は学校の内外を問わない。 

※個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判定は、表面的・形式的に行うことなく、いじめられた児童生徒

の立場に立って行うものとする。 

 

この法律について「いじめ」とは、児童等に対して当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一

定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通して行われる

ものを含む）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。（第２条） 



３ いじめ防止等の指導体制・組織的対応等 

（１）日常の指導体制 

   いじめ防止等に関する措置を実効的に行うため、管理職を含む複数の教職員、心理等に関する専門的な知

識を有するその他関係者により構成される日常の教育相談体制などの校内組織及び連携する関係機関を別

に定める。 

別紙１ 校内指導体制及び関係機関 

   また、いじめは教職員や大人が気づきにくいところで行われ、潜在化しやすいことを認識し、教職員が児

童の小さな変化を敏感に察知し、いじめを見逃さず、早期発見のためのチェックリストを別に定めるととも

に、児童には学期に１回アンケート調査を実施し、結果を生活指導委員会で全職員の共通理解を図る。 

別紙２ チェックリスト 

別紙３ アンケート調査用紙 

（２）未然防止及び早期発見のための指導計画 

   いじめ防止の観点から、学校教育活動全体を通じて、いじめの防止に資する多様な取組を体系的・計画的

に行うため、包括的な取組の方針、いじめ防止のための取組、早期発見の在り方、いじめへの対応に係る教

職員の資質能力向上を図る校内研修など、年間の指導計画を別に定める。 

別紙４ 年間指導計画 

 

（３）いじめを認知した際の組織的対応 

   いじめの疑いに関する情報を把握した場合やいじめを認知した場合は、速やかに市教委に報告するととも

に、いじめ対応チームを発足させ、市教委の指導の下に情報の収集と記録・情報の共有・いじめの事実確認

を行い、迅速にいじめの解決に向けた組織的対応を別に定める。また、校長の判断により、学校サポートス

クラムチームの支援を要請する。 

別紙５ 組織的対応 

 

４ 重大事態への対応 

（１）重大事態とは 

   「いじめにより児童の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき」 

   「いじめにより児童が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある場合と認めると

き」であり、「相当の期間」については、不登校の定義を踏まえ、年間３０日を目安とする。ただし、児童

が一定期間、連続して欠席しているような場合には、適切に調査し、校長が判断する。 

 

 

（２）重大事態への対応 

   校長が重大事態と判断した場合、直ちに教育委員会に報告し、その事案の調査方法や組織体制について指

導・助言を受ける。そして、校長リーダーシップのもと、学校が主体となっていじめ対応チームで対応する

とともに、関係機関や専門的知識及び経験を有する外部の専門家等を加えた組織で調査し、事態の解決にあ

たる。なお事案によっては市教委が設置する重大事態調査のための組織に協力し、事態の解決に向けて対応

する。 

 

 

５ その他の事項 

   いじめの問題は社会全体で取り組む問題であるという認識の下、地域における見守り活動や学校、家庭と

の連携を推進するためにも、いじめ防止等について策定した本方針を学校のホームページで公開するととも

に、学校評議員会やＰＴＡ総会をはじめ、あらゆる機会を利用して保護者や地域への情報発信に努める。 

   また、いじめ防止等に実効性の高い取組を実施するため、本方針が実情に即して効果的に機能しているか

について、PDCAサイクルにより年度毎に取り組みを検証し、常に実効性を持つよう更新を図る。 


